
４．安全対策および渋滞対策

ＮＥＸＣＯ中日本では、工事規制個所・渋滞個所での注意喚起、連続規制などを実施し集中工事期間中

の交通事故防止に取り組んでいます。

①渋滞末尾での追突事故防止

渋滞末尾での追突事故を防ぐため、渋滞情報の提供や渋滞に応じて注意喚起の標識車を工事規制個

所の手前や渋滞末尾に配置し警戒にあたります。

②連続規制の実施など

・緊急車や故障車の誘導、規制材の点検のため、保安員が常時巡回します。

・短い区間で工事規制を行うと合流個所が増え、追突事故の要因となります。そのため、工事を行っ

ていない個所でも、安全のため連続して規制を行っています。

・連続車線規制内のお知らせ看板の例
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連続規制 ※複数の工事個所を連続規制した場合
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規制を開放することで速度超過が誘発され、その先

に車線規制があることで事故を誘発する恐れあり

連続規制による合流部の削減！




